
 

競 技 上 の 確 認 事 項  
 

1、 競技方法の変更について 

   9 人制男子及び男子マスターズについて、出場予定チーム数に達しなかったため、グループ分けは 

   行わず、9 人制男子 4 チーム、男子マスターズ 3 チームによりそれぞれリーグ戦方式に変更する。 

   試合順（補助員を含む）については、組合せのとおりとする。 

   その他の種別については、開催要項に記載のとおり。 

2、各会場の開館時間及び競技の進行について 

（1） 各会場(コート)の開館時間及び競技開始時間は下記のとおりとする。 

開催日 会   場 開館時間 競技開始時間 

9 月 28 日（土） 山形県総合運動公園 

総合体育館 

（Ａ～Ｅコート） 

午前 8 時 00 分 

午前 10 時 30 分 

9 月 29 日（日） 午前 9 時 30 分 

（2） 全試合 3 セットマッチの追い込み方式とし、各コートとも第 2 試合以降はコートチェック終了 5 分後 

   にプロトコールを行う。 

9人制男子及び男子マスターズにおいて試合が連続する場合は、コートチェックを含み最大 20分 

の間隔を空ける。 

（3） 全試合とも、給水のためのタイムアウトを適用しない。 

3、コンポジションシート（構成メンバー表）及びベンチスタッフについて 

（1） 代表者会議にてＭＲＳへ申し込まれた選手全員分（18 名）を記載したコンポジションシートを配布 

するので、各チームは、その中から試合毎に出場しない選手を横線で消し、リベロプレーヤーを含 

む 14 名(9 人制は 15 名)をエントリーすること。 なお、番号の変更は原則認めない。 

男子マスターズは試合毎エントリーした残りの構成メンバーはベンチ入りできるが、試合への参加  

はできない。また、服装はチーム役員と同じが望ましいが、トレーニングウエアでも良い。特に規定 

しないがユニフォームは不可とする。 

（2） エントリーの提出は、下記のとおりとし、試合毎にエントリー係へ提出すること。 

9 月 28 日(土)  

各コート第 1 試合 開会式終了後速やかに。 

第 2 試合以降は各コートとも前の試合１セット終了前まで。 

9 月 29 日(日) 

        各コート第 1 試合は、8 時 45 分までに。 

 第 2 試合以降は各コートとも前の試合１セット終了前まで。 

（3） ベンチスタッフの変更は、変更届に記入し、代表者会議終了までに競技委員長へ提出すること。 

変更がない場合でも「変更なし」と記入し提出すること。 

 

 



 

 

4、使用球について 

今大会の使用球は次のとおりとする。 

・ 6 人制男子、9 人制男子            モルテン製カラーボール 「V5M5000」             

・ 6 人制女子、9 人制女子、男子マスターズ  ミ カ サ 製カラーボール 「M V A 3 0 0 」 

5、各試合間について 

各試合間の共通練習は、パスのみとし、ネットを使用しての練習は禁止する。ただし同時にすべての 

コートが空いた場合は、監督同士の話合いにより指示があるまで自由に練習をすることを認める。 

6、補助員（ラインジャッジ・得点）について 

   大会初日（9/28）の補助役員は、プログラムへ記載したとおり。 

   2日目（9/29）の 6人制男子、女子及び 9人制女子の決勝トーナメント戦第 1試合は、交流試合の両 

チーム、第 2 試合以降は、前の試合の敗者チームが担当する。 

9 人制男子及び男子マスターズについては、プログラムへ記載したとおり。 

補助役員の服装は短パンの着用および素足は認めない。 

7、その他 

（1） 練習コートは、特に準備していない。 

（2） 監督・コーチ・マネージャーは、規定のマークを左胸部に付けること。チーム役員の服装は、選手と  

   異なるトレーニングウエアを着用する場合、統一されたものを着用すること。 

   公認メーカー以外のウェアを着用している場合、ベンチ入りは認めるが、選手同様、公認メーカー製の 

   ウェアの着用をお願いする。 

 （3） 競技中にフロアが濡れた場合、コートの中の選手が拭くか、拭ききれない場合はチームより記録席  

    脇１名、ベンチ延長線上１名のワイパーを置くことができる。但しエントリー以外からの場合、ユニフ 

ォーム以外の服装で、マネージャー及びコーチ的な行為は行わないこと。 


